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今号には文学，歴史，教育分野の論文や資料，新刊紹介が掲載され，多彩な内容となって
いる。近代文化研究所運営委員会では，本学が今年創立 100 周年を迎えるにあたり，「学苑」 
の発行や近代文化研究所の活動の現状を検証し，今後の在り方を話し合っている。ここでは，
委員会メンバーの一人として，今後の方向性についての考えを述べたい。
「学苑」の役割は大学教員に研究成果を公開する機会を提供し，学外に本学で行われてい
る研究活動の内容を発信することである。本誌には若手研究者も比較的気軽に投稿でき，さ
らに大きなテーマの研究を完成させる過程で得られた新しい知見や小規模の成果を報告する
ことも可能である。まずは研究成果発信の第一歩として大いに利用してほしいと願っている。
他方，編集委員はそれぞれの学科で投稿を呼びかけているが，投稿数の確保に苦労されてい
ると聞く。2018 年度の掲載論文数は 71 本，2019 年度では 53 本に減少している。さらに
2019 年度では 8 月号の現役教員による投稿本数は 2 本のみ，9，11 月号は 3 本であり，非常
に薄い冊子になった。運営委員会は学科の意見を聞きつつ，これらの状況を鑑みて 2021 年
度からは発行回数を年 4 回に減らすことにした。
掲載論文は「査読有り」か否かで研究業績としての評価が異なる場合もあるが。残念なが
ら「学苑」では査読の程度に学科間で差があるために「査読有り」とはみなされないことに
なっている。しかし，業績としての評価はさておき大学が発行する出版物である限り，掲載
文の内容と質は十分に担保されるべきである。また，厳正な査読を行うことは掲載論文の質
を向上させるだけでなく，著者の論文執筆における学びの場となることを強調したい。学術
雑誌に投稿した人の多くは，査読者の辛辣な意見に悩まされた経験を持っていると思う。し
かし，厳しく公正な査読により論文の質が向上し，投稿者は査読者の批判的意見や疑問を受
けて加筆訂正するなかで実力がつくと考えてほしい。運営委員会は「学苑」の掲載論文の質
的向上を図るために，査読者 2 名体制で公正かつ客観性のある査読を実施することを計画し
ている。
次に，私が期待する，近代文化研究所の活動の方向性について述べたい。研究所では紀要
の発行，ブックレットの作成，所員勉強会，そして図書館の貴重書調査等が継続して行われ
ている。当研究所は学園で最も古く伝統のある研究所であり，近代文学および近代生活文化
研究の拠点であることをもっと学内外に広く認識されることを期待している。このためには，
現在の各所員の研究が活発に行われ，その成果が紀要等に論文として発表されること，本学
の貴重書が計画的に継続調査され，その調査結果が公開されることが必要である。また，所
員が進める協働プロジェクト研究も当研究所の独自性のあるテーマで進められ，シンポジウ
ムなどでその成果が定期的に発信されることが求められる。これらが着実に実施されれば，
本学の看板研究所となるであろう。しかし，教員でもある研究所員がこれらのことをすべて
遂行するのは大変な時間と労力がかかり，現状では難しいことが予想される。そこでこれら
の研究に興味をもつ大学院生や学部学生（卒業研究等として）の参加や客員研究員の積極的な
招聘が必要ではないだろうか。研究所に関わる人々がアイデアを出し合って困難な状況を打
開し、本学独自の研究所として発展することを願う。 （小原奈津子）
